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保健学研究科の病理・細胞診分野における私の今後の教育と研究
群馬大学大学院保健学研究科生体情報検査科学講座　齊　尾　征　直
　昨年 5 月にこちらに着任し 1 年が経過しました．無我夢
中で過ごしてまいりましたが，充実した 1 年を過ごさせて
いただきました．本講演では私の教育に対する考え方と研
究の方向性を紹介させていただきます．
　私は，保健学科の教育における楽しさは，個性の異なる
看護，検査，理学，作業，合計 160 余名の学生への講義に
始まり，検査 40 名への授業・実習を経て，細胞検査士養
成コースや卒業研究，博士課程の教育へと学年が上がるに
したがって学生の成長を見届けながら学生を直接育てて行
く実感が得られることだと思います．その中で，学部生か
ら博士前期・後期へとつながる屋根瓦式の教育を意識して
教育に励みたいと考えています．また，細胞検査士養成コー
スのある本学保健学科に着任できたことを大変光栄に思い，
この 1 年間大切に学生を育ててまいりました．おかげさま
で昨年度は細胞検査士養成コース卒業生が全員臨床検査技
師の資格試験に合格し，着任後私も同僚と協力しながら一
定の責務を果たすことができたと安堵しております．来年
度以降もできる限り全員を現役合格へと導くことができる
ように尽力したいと思っております．
　次に研究についてですが，私は細胞診断学が極めて好き
なため，細胞診断学のさらなる進歩を目指して，「核形状の
解析」「細胞内細胞現象の解析」に取り組んでおります．
その中で，できる限りデータに客観性を持たせるために
バーチャルスライドスキャナと画像解析ソフトを組みあわ
せた解析手法を取り入れています．細胞診標本への応用，
Feulgen 反応を用いた核酸の半定量の手法との組み合わせ
などに取り組むとともに，最近は内側核膜に局在するエメ
リンに着目した核の形状解析にも取り組んでおります．今
後の研究の展望と併せて研究の一端を紹介させていただき
ます．
シナプスパソロジーに着目した精神疾患研究および新規創薬標的の探索
群馬大学生体調節研究所脳病態制御分野　林（高木）　朗　子
　1999 年に精神科研究医として臨床研修を開始したのち，
精神疾患の病態生理の多くが不明であることに衝撃を受け
た．分子レベルの理解をする精神科医が居ても良いだろう
という漠然とした考えのもと，分子細胞生物学に軸足を置
いた疾患研究をはじめた．そのなかでも統合失調症とグル
タミン酸作動性シナプスの関連について興味を持ち研究を
行った（Hayashi-Takagi A et al, 2010, Nat Neurosci）．グル
タミン酸作動性シナプスの約 8 割は，樹状突起上に小突起
構造（スパイン）を形成する．様々な統合失調症関連モデ
ルマウスを，2 光子励起顕微鏡により in vivo で繰り返しイ
メージングし，これら同一個体に行動解析を併用解析した
結果，スパイン保護効果を有する化合物は精神疾患様異常
行動を部分的に改善できること見出した（Hayashi-Takagi 
A et al, 2014, PNAS）．一方で，in vivo スパインイメージン
グは，シナプスと行動の相関は模索出来ても，因果関係ま
で踏み込むのは難しい．そこで新規光感受性シナプスプ
ローブ AS-PaRac1 の開発を行ったところ，ある学習に関
連したスパインを光刺激特異的に退縮させると，対応する
学習記憶も消失することが確認された（Hayashi-Takagi A 
et al, Nature, 2015）．このような新技法によりシナプスが
確かに行動レベルに大きな影響を持つことが今までよりも
直接的な形で示すことが出来た．これらの一連の研究の末，
シナプスと精神疾患病態との関連についての作業仮説と，
それに立脚したドラッグスクリーニングの実験系を紹介す
る．
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